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 適用分野
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：無線装置およびそれを備える無線ネットワーク

■  技術概要

無線装置無線装置無線装置無線装置

ＣＳＭＡ方式に従って無線通信を行う無線装置、
車々間通信システム

死角に位置する隠れ端末との間で使用タイムスロットの競合を抑制するとともに転
送パケットを高速に転送することができる無線装置を提供する。

本発明は、使用チャンネルが空いている場合はパケットを送信し、空いていない場
合はパケットの送信を停止する無線通信方式に従って複数のタイムスロットのいず
れかに同期してパケットを送信する移動無線装置であって、無線装置の周囲に存
在する無線装置によるタイムスロットの使用状況を示すタイムスロット使用状況テー
ブルを作成し、そのテーブルに基づいて複数のタイムスロットの全てが使用されて
いることを検知するとキャリアセンス内に存在する隣接無線装置が使用するタイム
スロットから１つのタイムスロットを選択し、その選択されたタイムスロットに同期して
パケットを送信する。

本発明によれば、隠れ端末関係にある無線装置間では、キャリアセンスによる使用
スロットの回避やＶＰＲ生成による衝突が抑制されるとともに、パケットを高速に転送
でき、更に異なる送信周期が混在する場合のタイムスロットの選択効率の低下を防
ぐことができる。


